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WOLF ver3.0.9 リリースノート 
  

 

この文書は、WOLF3.0.9 導入時の注意事項などについて記載しています。 

WOLF3.0.9 をご利用の際は必ず目を通していただくようお願いいたします。 

また、これらの内容はユーザのフィードバックを受けて更新されることがありますので、随時最新情

報をご確認ください（最新情報は http://www.idkcorp.com/wolf でご確認いただけます）。 

操作方法については WOLF インストール後 Windows スタートメニューの「WOLF」内に追加される PDF

マニュアルを参照してください。 

 

 

1. 導入についての注意事項 

 
1-1. アップデート適用環境について 

WOLF3.0.9 アップデータを利用される場合は WOLF3.0 以降の環境が必要です。 

WOLF2.0/WOLF-V 環境には適用できません。 

WOLF2.0/WOLF-V 環境から WOLF3.0 へのアップグレードは、WOLF3.0 製品ディスクからのインストール

とデータ移行が必要です。 

 

1-2. WOLF3.0 について 
■動作環境 

WOLF3.0 は下記の環境で動作することを確認しています。 

 
OS Windows    Vista Home Basic/Home Premium/Business/Enterprise/Ultimate(32bit、64bit 版対応) 

   Windows7   Home Premium/Professional/Enterprise/Ultimate(32bit、64bit 版対応) 

   Windows8   無印/Professional/Enterprise(32bit、64bit 版対応) 

Windows8.1 無印/Professional/Enterprise(32bit、64bit 版対応) 

  ※PDF を作成する際、文字がつぶれることがあります。 

無料 PDF 作成ソフトをご利用いただき、印刷をおこなっていただきますようお願いいたします。 

   Windows Server 2008 Standard Edition(32bit、64bit 版対応) 

   Windows Server 2008 R2 Standard Edition(64bit 版対応) 

 
CPU  Intel Core/Pentium/Celeron シリーズおよび互換 CPU 2GHz 以上 

メモリ  2GB 以上 

ハードディスク 4GB 以上のディスク空き容量 

光学ドライブ CD/DVD-ROM ドライブ対応機種 

ディスプレイ 1,024×768 ドット(XGA)以上の解像度、TrueColor(32bit) 

※ネットブック等のディスプレイサイズが 1,024×600 の画面では使用できません。別途外付けディス

プレイなどをご用意ください。 

※常駐ソフトなどの影響によりメモリが不足する状況では患者情報画面の表示速度などが遅くなる場

合があります。 

 
 
WOLF3.0 ではデータベースエンジンに PostgreSQL9.0 を使用します。 

WOLF 以外のシステムで既に PostgreSQL がインストールされている環境では、WOLF1 台での

利用または、複数台利用時の WOLF サーバとしては利用できない場合があります。  

 
・PostgreSQL8.X 以前のバージョンがインストールされている場合。  

・PostgreSQL9.X のバージョンでポート番号が 5432 以外で運用されている場合。  

 

このような場合は別途PCをご用意ください (WOLFクライアントとしての利用は可能です)。 
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1-3. インストール方法 

  

Ver3.0.9 については、Ver3.0.9.1 に含まれます。 

WOLF3.0.9.1 リリースノートを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



有料版 WOLF ver3.0.9 リリースノート               mdi-wolf3-RN-309 

Medical Domain Inc. 
 

3/7

 

2. WOLF ver3.0.9 で変更された主な内容 
 

2-1 「返書・紹介状」ファイルのフォルダ統合 

文書ファイルの保存先は［補助機能］－［その他設定］－［画像保存フォルダ］で設定されたフォルダ

内に「\[患者 ID]\Docs」というフォルダを作成し、その配下に保存するように変更しました。 

 

例）C:\WOLF3\DATA\9999990001\Docs\腹部 CT.JPG 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■既に登録されている各ファイルは「～\[患者 ID]\Docs」には自動で移行させません。 

 別途「返書・紹介状登録内容 CSV 出力」ツールより、一覧 CSV、重複一覧 CSV を出力し確認しながら

必要なファイルの再登録お願いいたします。 

 

■画面で選択された文書ファイルは、移動ではなく「～\[患者 ID]\Docs」にファイルがコピーされます

ので、元ファイルの管理はご自身でお願いいたします。 

 

■削除時に PDF、Excel、Word ファイルなど排他が可能なファイルは他で使用中の場合はメッセージが

表示されますが、picture manager、ペイント、フォトビューアーなどで開けるファイル（BMP、JPEG）

など排他が不可能なものはメッセージが表示されず削除されますので、削除時はご確認をお願いいた

します。 

 

■ファイル選択（追加）時に、「\[患者 ID]\Docs」フォルダ内、または既に画面で選択されているファ

イルとファイル名が重複した場合は、ファイルの別名入力画面が表示されますので別名で保存をして

ください。 
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2-2 複数検査センタ対応（院内院外統合も含む） 

複数検査センタの同一検査項目の結果値を時系列表示画面で同一行に結合表示する機能を追加しまし

た。同一行に表示するためにはリンクマスタを作成し、同一行に結合表示したい各検査センタの検査コ

ードを外部ファイルで管理します。 

 

■複数検査センタの各検査項目コードを紐付ける検査項目のみをリンクマスタに設定し管理します。 

 ・リンクマスタは「WOLF.exe」と同じパスに配置します。また、リンクマスタが存在しない場合は既

存の仕様通りとなります。 

 ・リンクマスタは、「ItemLink.txt」という名前で必ず作成してください。 

 ・リンクマスタを作成する場合は、文字コードを「Sift-Jis」で必ず作成してください。それ以外の

文字コードは対象外となります。 

 ・リンクマスタの先頭行はタイトルになります。 

 ・タイトルに各検査会社の「検査会社名（識別名 英字３文字大文字）」を記載します。ただし、院

内検査は「USER」、DDNet は「DDNet」と記載してください。 

 ・【表示名称、USER、DDNet】までの並び順は固定になります。それ以降に各検査会社の識別名を記載

します。記載できる検査会社の個数に制限はありません。 

 ・リンクマスタの書式に誤りがあった場合、WOLF 起動時にメッセージが表示され「\LOG\WOLF_Err.log」

という Log ファイルが出力されるので、ファイルを確認しリンクマスタの修正を行ってください。 

 ・リンクマスタを修正した場合は必ず「WOLF」を再起動してください。 

 ・各検査会社の検査項目コードは、[補助機能]-[各種検査設定]- [検査項目表示順]の「表示順設定」

画面より CSV ファイルを出力しご確認ください。 

 ・リンクマスタのサンプルは以下になります。 

表示名称,USER,DDNet,FFF,MMM,BBB,AAA 

GOT,USER-10250,01029000000000000,FFF-1400,3B035000002327201,BBB-0000481,AAA-0013 

GPT,USER-10260,01030000000000000,FFF-1500,3B045000002327201,BBB-0000482,AAA-0014 

γGTP,USER-10280,01038000000000000,FFF-1900,3B090000002327101,BBB-0000484,AAA-0017 

総ｺﾚ,USER-10130,01010000000000000,FFF-1100,3F050000002327101,BBB-0000453,AAA-0023 

 

  注）リンクマスタの紐付けを間違った場合、誤った項目名で結果が結合表示されますので、マスタ

作成時には細心の注意を払って作成ください。 

  注）リンクマスタを修正する場合、Excel で開き修正すると「00010」が「10」となるため、メモ帳

または、Excel のテキストファイルの取り込み機能などを利用し修正してください。 

 

■リンクマスタが存在する場合、下記の画面の検査項目名称がリンクマスタの名称で表示されます。 

 ・単回表示 

 ・時系列表示 

 ・患者情報 

 ・サマリ 

 ・紹介状 

 ・フリー文章 

 ・医師意見書 

 ・主治医意見書 

 

■リンクマスタが存在する場合、時系列表示画面に複数検査会社表示（ボタン名：結合表示）、単一検

査会社表示（ボタン名：個別表示）の切り替えボタンが表示されます。 

 

■上記ボタンはリンクマスタが存在するときに表示され、マスタが存在しなければ非表示になります。 

 

■リンクマスタに設定された表示名が優先されて各画面に表示されまが、[各種検査設定]の「検査項目

に別名を設定」にチェックが付いている場合は表示用別名が優先されます。 

 

■時系列表示時に、同一日に同一検査で違う検査会社で複数あった場合、依頼コードが優先された検査

の基準値、H/L が画面に表示されたり、並び順も優先された依頼コード順に表示されます。 
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■結合表示している場合、結果値は緑色で表示されます。また、基準値が各検査センタごとに違う場合

はグラフが乱れることがあります。 

 

■単位変換は行わないので、同一検査項目で検査会社ごとに単位が違う場合、グラフが乱れることがあ

ります。 

 

■時系列表示画面で結合表示し「報告書」を印刷した場合は、画面に表示されている内容が印刷されま

す。 

 

■表示順は、[補助機能]-[各種検査設定]- [検査項目表示順]の「表示順を手動で設定」を必ず使用し

てください。結合表示する検査項目コードを連番でまとめて表示順を設定してください。 

 

■リンクマスタが「WOLF.exe」と同じパスに存在する場合、［その他取込設定］で設定されている検査

会社名は無視され、全ての検査会社のファイルが取込対象となります。 

 

■各クライアントごとに、時系列表示画面を開いた時、WOLF を再起動した時は、前回表示内容（結合・

個別）で表示されます。 

 

■その他設定にある「生活習慣病検査項目設定」は、複数検査センタ対応の対象外となります。 

 

■Aexus、AexusLib、CoWOLF は、複数検査センタ対応の対象外となります。 

 

 

［個別表示］ 
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［結合表示］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 不具合対応一覧(WBF - WOLF Bug Fixed : WOLF バグ管理番号) 
本バージョンでの不具合修正はありません。 
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4. WOLF の操作について 
WOLFの操作方法についてはWindowsのプログラムメニューに追加されるPDFマニュアルを参照してくだ

さい。 

WOLF3.0 の操作に関しては WOLF マニュアル、WOLF2.0 追加マニュアル、WOLF3.0 追加マニュアルそれぞ

れに記載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


